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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 第7回院内研修開催のお知らせあり。
日時：3/2（月）17:30～　　場所：メモリアルホール　　
講師：接遇向上委員会委員長（吉田美佳さん）　内容：「接遇について」
事前に出欠簿への入力を行うこと。

＜外来情報＞

・関口　禅様　～先週日赤病院から当院への転院希望あり、担当医より本人ヘ紹介状を持参するよう説明していたが、本日確認したところ「（日赤病院受診時は）何も言わなかった」と話されている。

・田名部一樹様～「咳が続いているので、明日内科受診を予定している」と話されている。

・伊藤　雄一様～「青山荘退所する人がいて、新しい顔ぶれに変わるのが心配だ」と話されている。本日血液・尿検査実施している。尿検査の結果は異常なし。

・横町　浩様　～足裏の皮膚に亀裂あり、エルタシン軟膏処方されている。ひどくなるようだったら皮膚科を再受診するよう伝えている。

・大釜　久直様～日赤病院で内服薬変更になったことを報告されている。

・大久保律子様～風邪症状（寒気・クシャミ）があるとのこと。PL薬7日分処方となる。

・関　秀治様　～昨日二重服薬したことを報告されている。

＜利用者様情報＞

・村井　節子様～昨日、弟様に最近の状況確認の電話連絡している。弟様からは、「週1回本人宅を訪問している。精神状態は安定していると見ていた」とのお話しあり。スタッフからは、デイケアスタッフの月1～2回程度の訪問や、青明舎からのフォロー等を行っていくことを伝え、何かあれば連絡いただけるようお願いしている。

　　　　　　　　⇒19（月）にデイケアスタッフが訪問し、本人の生活状況等を確認する。

・北嶋　剛様　～本日定時来所されているが、「人ごみに入るのはちょっと…不快な感じがあって」と午前プログラムは別室にて過ごされている。スタッフとの会話では「なんとなく行きたくない気分もあったのですが、でもデイケアに来られただけでも十分じゃないかと思う気持ちもあります」と振り返られている。スタッフより「来られただけでも十分な進歩ですよ」と返すと、安心したような表情が戻っている。

　　　　　　　　⇒過度に自分を責めないこと、来所できただけでも十分であることを伝えていく。

・井畑　光湖様～来所後に「生理痛でお腹が痛い」と報告あり、午前プログラムは別室にて休まれている。食欲はあるとのことで、昼食はレストランにて摂取されている。

・上岩　英治様～青風荘より情報提供。昨日デイナイトケアより帰荘後は自室にこもり、ホールで過ごされることなく経過されていた。表情の硬さが依然見られるとのこと。デイナイトケアでは表情穏やかにプログラム参加されている。

・柳町　信之様～昨日来所されている。他者との交流無く、スタッフから話し掛けるが「会話は必要だと思わないので話はしません」との発言聞かれている。

　　　　　　　　⇒「話はしない」という発言も本人なりの表現であり、話さずとも他者の存在が意識できていることを確認する｡引き続き、本人から電話あった際は来所を勧める。

＜デイケア事例検討＞

淡路　智恵子様　（51）　統合失調症　平成11年5月利用開始

○治療計画

周囲の様子を見て、声の調子を落として話をするよう声を掛ける。

○デイケアでの様子

（計画の評価）

· 以前より声のトーンは落とせるようになり、話題によっては別の場所で話すこともできている。

（通所利用全体の評価）

· 利用開始より大きなトラブルもなく、毎日の通所も問題なく出来ている。

· 体調不良時等の訴えもスタッフにできている。

· 以前はスタッフに子供の有無を尋ねるなど、踏み込んだ発言が聞かれていたが、現在はそのような発言は聞かれない。

（課題）

· 「時間の枠を守る」というルールに自分のペースを調整できない。（「買い物がある」「用事がある」等と早目の帰宅を希望される。デイナイトケアプログラム中にメンバーに話し掛ける）

· 対人交流時の距離が近い（顔を近づけて話すクセ）。
→自分と周囲との距離・関係のとり方を「調節」することが課題のタイプである。

○家族との関係

· 保護者は兄様であるが、妹様との交流が多い。兄様は妹様とのかかわりに否定的とのこと（妹様が入信されている宗教への誘いなどの問題）

○今後のかかわり方

· 精神状態の現状維持ができるように、声掛け・観察を続けていく。

· 「時間の枠を守る」ルールに自分のペースをあわせるように声掛けする。

· 家族との関係については、日頃のかかわりの中で話を聞き状況把握を行っていく。


古舘　ヨリ様　（52）　統合失調症　平成14年12月利用開始

○デイケアでの様子・評価

＃1　生活全般に関する不安が強く、心配事にとらわれて他のことが手につかないことがある。

· 青明舎や訪問看護などのフォローもあり、生活面での訴えは少なくなってきた。

· 昨年冬に道路で転倒、骨折したこともあり、冬道の通行は依然として不安。

· 身近な事柄での心配事が多いが、話を聴いて「大丈夫だよ」と返すと安心される。

· デイケア外での対人交流が苦手な様子（デイケア開始時間よりも早く来所することについて、「アパートの人に『どこに行くの』と聞かれるのが嫌だから、早く来るんだよ」と話す）

＃2　間食・運動不足のための体重増加傾向

· 間違った食習慣・知識がある（「ご飯はカロリーが高いから、菓子パンを食べた」）

· 来所後は体重を何回も量るが、自ら運動器具で体を動かすようになっている。

○今後のかかわり方

＃1について

・「こういう言い方があるよ」「こうしてみては？」と方向付けをして本人に行動させる。
→スタッフが自信を持って説明をすることで、本人も安心して行動できる

・SSTなど、グループの中では心配事を話せないタイプのため、1対1でかかわる。

＃2について

· 食生活の確認を行い、間違った食習慣についてはその都度指摘し、修正を促す。

· 運動器具での運動を継続する。







